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日本共産党区議団が条例提案などで求めてきた子ども医療費

無料を１８歳まで拡大。子どもの権利条例は、区

議会の全体の合意となり実現の運びとなっていま

す。この流れをさらに前に進めます。

タクシー運賃値上げの影響を受ける「福祉タクシー券」の拡充

など実現。さらにくらし最優先の区政を求めます。

まちづくりにも環境配慮や持続可能性が求めら

れています。持続可能性は防災にもつながります。

人にやさしいまちづくりへ転換します。

日本共産党荒川区議会議員団は、西川区長に511項目

（うち31重点要望）の2023年度予算要望を提出しました。

長引くコロナ感染拡大、物価・エネルギー高騰などがく

らしと営業を直撃しています。新しい年、くらしと命を守

る地方自治体の役割の発揮が荒川区政に求められています。

引き続きみなさんと力合わせてがんばります。 日本共産党荒川区議会議員団

コロナ感染対策の原則「検査、保護、医療」を求め、検

査拡大など実現してきました。命を守る区政を進めます。

☆保健所の強化のため、保健師など増員を行い定員化を

☆ＰＣＲなど検査体制を継続し、強化を

☆国民健康保険料・介護保険料の値下げを

☆生活保護の扶養照会をやめ、利用しやすい運用を

☆補聴器購入助成の所得制限見直しと補助増額を

☆事業継続の臨時給付金を

☆ゼロゼロ融資など過剰債務への支援を

☆学校給食完全無償化の早期実施を

☆就学援助基準を当面生活保護の1.5倍に引き上げを

☆保育士の配置基準を当面区独自で引きあげを

☆区立幼稚園の廃園計画は見直しを

ジェンダー平等と若者支援で先駆的な提案。その中で、

生理の貧困問題で「生理用品無償配布、中学校トイレに

常備」、若者相談窓口「わっか」の実現。さらに前に進めます。

☆大規模再開発を見直し、区有地の活用は区民の声で

☆住宅耐震化・感震ブレーカー・家具転倒防止対策の100％

☆移動の自由を保障するため地域公共交通政策の策定を

☆高齢者、ひとり親、若者に家賃助成の制度創設を

☆2030年温室効果ガス削減目標の達成に向け実効ある対策を
☆パートナーシップ制度にファミリーシップなど拡充を

☆区の会計年度職員の賃金の特例引上げの実施を

☆区として奨学金返済支援を

２月中旬から２０２３年度予算を審議する荒川区議会２月会議が

開かれます。みなさんのご意見、ご要望などお寄せください。

荒川区は、小中学校など公共施設の建て替えなど多額の経費が必要として

「財源不足」キャンペーンを行い、ささやかな区民要望も拒否してきました。

しかし区の財政を見ると毎年基金に積み上

げ、現在４３３億円超。コロナ対策もほと

んど独自財源は使っていません。

区は、小中学校タブレット1人1台体制を

一切の補助金なしで毎年６億円の経費を投

入。しかし、それでも財源不足は、起こっ

ていません。

計画的な財政運営を行えば、区民要求実

現の財源は十分あります。

荒川区は、学校給食無

償化について財源を理由

に拒否しています。

区で実施した場合、約

6.5億円、就学援助です

でに支給している分を差

し引くと5億円、予算の0.

5％で実施できます。区

は「多額の経常経費」がかかると拒否していますが、

23区でも葛飾区が4月実施、全国286自治体で実施し

ています。区で実施する財源は十分あります。

西日暮里 道灌山中跡地 4,270㎡

三河島北
真土小跡地

（現 思い出広場）
3,500㎡

合計 7,770㎡

再開発地区内の学校跡地（区有地）

今年度 昨年度

南千住第二 18 12

★ 南千住第三 6 5

★ 町屋 4 10

花の木 8 11

★ 尾久 6 9

尾久第二 14 8

日暮里 12 13

★ 東日暮里 5 9

★ 汐入こども園
（短・中時間）

6 12

【今年度の申し込み状況】

★…区が廃止を提案している園

2019年度 2020年度

109,928 54,220

21,558 12,853

シルバーパス
 ＋障害者

131,486 67,073

利用者延べ数 219,143 111,789

障害者

シルバーパス
（区の想定数）

約６割が高齢者、障害者の方々

町屋さくらの

利用者は… ２０１１年 ２０２２年 増減
実施区 １３区 １７区 ４区増
路線数 ３４路線 ５０路線 １６路線増
運転台数 １２０台 １６０台 ４０台増
運送距離 ３２２ｋｍ ４００km ７８km増
年間利用 740万4千人 750万1千人 9万7千人増

２３区のミュニティバスは路線拡大へ

区は、区立幼稚園4園、汐入こども

園の廃止計画を発表。多くの保護者、

区民の存続の声に背を向け計画実施に

動いています。廃園予定の園に申し込

んだ保護者からは、「区立園の保育が

よい」「丁寧に発達支援が受けられる」

などの切実な声が寄せられています。

区は、７人以下のためクラス編成す

ら行いませんでした。少なくとも廃園

予定園に申し込まざるを得

なかった理由など十分聞き

取って、しっかりと寄り添っ

た対応を行うべきでした。

電話：３８０７‐４１９２

南千住５‐１‐６ ２Ｆ

法律相談 第２木曜１８時～

電話：３８０６‐５１３４

荒川７‐３７‐１

法律相談 第４月曜１８時～

電話：３８９５‐０５０４

町屋５‐３‐５

法律相談 第１月曜１８時～

電話：３８９５‐０５０８

東尾久２‐３７‐３

法律相談 第３火曜１８時～

電話：３８９４‐６６６８

西尾久２‐４‐８ １Ｆ

法律相談 第３金曜18時半～

電話：３８９１‐８８８４

東日暮里３‐１８‐４

法律相談 第２水曜１８時～

日本共産党区議団は、11月会議に「統一協会と

政治家の癒着徹底解明・被害者救済」「介護保険

制度改善」など５つの意見書案を提出、幹事長会

で協議を行いました。

しかし自民、公明は、政府や国会で対応してい

るなどの理由で反対、上程に至りませんでした。

国政で議論されているからこそ、

地方の切実な声を届けることが重要

ではないでしょうか。

岸田政権は、「専守防衛」を投げ捨て、

憲法の立憲主義・平和主義を破壊する

「敵基地攻撃能力」の保持、そのための

大増税路線を打ち出しました。日本共産

党区議団は、こうした暴挙にきっぱり反

対、区に対しても憲法遵守の立場からも

反対するよう求めていきます。

国や東京都の政治のあり方に、区民の

暮らしや営業の実態から声を上げ、間違っ

ていれば「反対」の声を上げるのは、当

然です。また荒川区に対し、「くらしの

防波堤」という自治体本来の役割を果た

すことを求めていきます。

コロナ前、町屋さくらの利用者は、年間延

べ22万人、そのうち高齢者と障害者が６割に

上っています。区は、廃止後の調査も行って

いません。運行コストには絶対に金を出さな

い区の姿勢は、異常です。都内の自治体では、

赤字補てんと路線拡大が当たり前になっています。

西日暮里と三河島の駅前再開発は、貴重な区有地と

400億円の税を投入。しかしできる住宅は、高額なタ

ワーマンション1760戸。一方で、区営高齢者住宅には、

多くの高齢者が申し込み、倍率は10倍を超えています。

住宅に困っている、区民には何の関係もない再開発です。区は、

劣悪な住宅に住む多くの区民を支援し、住環境を改善するためにこ

そお金も人も使うべきです。

投入される区有地は、7,770㎡

で区立特養グリーンハイム３棟分

の面積です。

区は、老朽化した区立特養ホームの建替えにあ

たって「用地取得が困難」などと言っていますが、

再開発につぎ込む用地を、福祉に使う検討はあったんでしょうか。

施策の優先順位が間違っています。

※日本共産党東京都議団調べ
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地方自治体の

役割発揮を

願い実現の

財源はあります

住民が住民が
主人公主人公

（しんぶん赤旗 10 月 30 日付より）

(人数)


